
3 広報ひこね　平成15年４月１日

市職員の給与や市議会議員・各
委員会などの報酬 
（７３億４,９６０万７千円、２１.５％） 
 
 
 
消耗品や備品などの購入に使わ
れるお金 
（６６億９,８３２万７千円、１９.６％） 

 
 建物や道路など公共施設の建設
などに使われるお金 
（５８億１,３１１万８千円、１７.０％）

 
 
一般会計から特別会計・企業会
計などに支出するお金 
（４９億３,５０４万４千円、１４.４％） 
国などから借りたお金の返済に
使われるお金 
（４５億１,８６５万８千円、１３.２％） 

生活困窮者、児童、老人、障害
者などを援助するために使われ
るお金 
（４３億６,９０９万４千円、１２.８％） 
貸付金、積立金など 
（５億３,６１５万２千円、１.５％） 

人件費 
 
 
 
 

物件費 
その他行政一般経費 

 
 
 

投資的経費  
 
 
 

繰出金 
 
 

公債費
 

 
 
 

扶助費 
 

その他 

使
い
方
か
ら
見
た
一
般
会
計
 

用語の説明（歳入）
市　税：皆さんから市に納めていただく税金
地方交付税：所得税など国が徴収した税金の中から、

市の財政状況に応じて国から交付されるお金
国庫支出金：特定の目的の財源として国から交付さ

れるお金（補助金など）
市　債：大きな事業を行うために国などから借り入

れるお金
《平成15年度末残高見込額431億3,328万1千円》

県支出金：特定の目的の財源として県から交付され
るお金（補助金など）

繰入金：会計とは別に、特定の目的のために積み立
てているお金を会計に取り込むもの

諸収入：他の収入科目に含まれない収入（消防の受
託事業収入など）

地方消費税交付金：国が徴収した消費税の一部から
市へ交付されるお金

使用料及び手数料：市の施設の使用料や住民票を始
めとする証明書などの交付にかかる手数料

分担金及び負担金：市が行う事業によって特に利益
を受ける人や団体が納めるお金

地方特例交付金：減税の影響を補うため国から交付
されるお金

歳入 

一　　般 

）％3.93（円千4万009,3億431　税　市

）％5.51（円億35　税付交方地

）％8.01（円千6万57億73　金出支庫国

）％6.2（円万857,8億8　料数手び及料用使

）％3.4（円千1万264,8億41　入収諸

）％6.4（円千5万933,6億51　金入繰

）％9.4（円千6万678,5億61　金出支県

）％4.01（円万038,4億53　債　市

）％8.1（円千9万595,2億6　金担負び及金担分

）％1.2（円千9万161,3億7　他のそ

）％1.1（円万000,8億3　金付交例特方地

）％6.2（円億9　金付交税費消方地

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

特 別 会 計  

会　　計　　名 予　算　額 対前年度比 

国 民 健 康 保 険 事 業  

観 光 事 業  

住宅新築ならびに改修資金貸付事業 

有 線 放 送 電 話 事 業  

下 水 道 事 業  

休 日 急 病 診 療 所 事 業  

老 人 保 健 事 業  

農 業 集 落 排 水 事 業  

介 護 保 険 事 業  

６９億９,７３４万３千円 

３億６,５１０万３千円 

７,９８５万８千円 

１,２４９万８千円 

８２億３,９１４万７千円 

５,４３６万４千円 

７２億８,０６８万６千円 

３億１,３１７万１千円 

３７億９,２６１万９千円 

＋４.５％ 

ー６.９％ 

ー４.１％ 

ー７４.４％ 

ー０.５％ 

＋３.６％ 

ー１２.８％ 

＋０.２％ 

＋５.４％ 

企 業 会 計  

会　　計　　名 予　算　額 対前年度比 

病 院 事 業  

水 道 事 業  

１０７億５,８０２万３千円 

４４億７,８４９万５千円 

＋２２.１％ 

＋１６.８％ 
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予算総額　765億9,130万7千円 
　一般会計　３４２億２,０００万円 
　特別会計　２７１億３,４７８万９千円 
　企業会計　１５２億３,６５１万８千円 

（前年度に比べて１.５％増加） 

（前年度に比べて２.３％減少） 

（前年度に比べて２.５％減少） 

（前年度に比べて２０.５％増加） 

１. 人権が尊重され、誰（だれ）もが安心して暮らせる福祉のまちづくり 
２. 良好な環境が整った、快適で安全・安心なまちづくり 
３. 活力ある産業に満ちた、にぎわいあふれるまちづくり 
４. 明日の彦根市を担う人を育（はぐく）むまちづくり 
５. 人とひととの交流をひろげ、市民文化を創造するまちづくり 

市民がつくる 
安心と躍動のまち 
彦根 

市民がつくる 
安心と躍動のまち 
彦根 

彦根市の平成15年度予算 特集

彦
根
市
の
平
成
15

年
度
予
算
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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用語の説明（歳出）
民生費：福祉や医療の充実などのために使われる

お金
土木費：道路や橋、公園などの施設の整備に使わ

れるお金
教育費：小・中学校などの教育や文化、スポーツ

の振興のために使われるお金
公債費：大きな事業を行うために借りたお金の返

済に使われるお金
衛生費：健康診断や予防接種、ごみの収集・処理

などに使われるお金
総務費：市税、選挙、戸籍の事務や市の発展のた

めの計画を作るために使われるお金
消防費：市民の安全を守るため、消防や防災対策

に使われるお金
農林水産業費：農林水産業の振興のために使われ

るお金
商工費：商工業や観光の振興のために使われるお

金
議会費：市議会を運営するために使われるお金
労働費：働く人たちの福祉などのために使われる

お金
予備費：緊急の支出などに備えるお金

歳出 

会　　計 

民生費　72億7,940万3千円（21.3％）

土木費　63億4,020万9千円（18.5％）　

教育費　50億7,972万8千円（14.8％）

公債費　45億1,892万8千円（13.2％）

農林水産業費　7億9,303万7千円（2.3％）

総務費　39億5,435万円（11.6％）

衛生費　40億5,461万5千円（11.9％）

商工費　4億3,013万4千円（1.3％）

労働費　1億7,582万2千円（0.5％）

予備費　3,000万円（0.1％）

議会費　2億8,501万4千円（0.8％）

消防費　12億7,876万（3.7％）

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
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「市民がつくる 安心と躍動のまち 彦根」を目指して特集

売れる麦大豆生産条件整備事業
みんなでがんばる集落営農促進事業
※山の人づくり事業
森林整備地域活動支援交付金事業
商店街基盤整備事業
中小小売商業対策事業
中小企業近代化高度化対策事業
金融対策事業
勤労者融資対策事業
住宅リフォーム促進事業
地場産業等振興対策事業
ファミリーサポートセンター運営事業

彦根仏壇振興事業
全国伝統的仏壇仏具展開催支援事業補助　など

中心市街地活性化対策事業
工場設置奨励事業
※彦根城パトロール隊員雇用事業
まちづくり総合支援事業
都市景観形成事業
日仏景観会議負担金
重点地区修景事業補助　など

本町地区街なか再生土地区画整理事業
彦根駅東土地区画整理事業
路線バス対策事業

教育施設等の整備
旭森小学校校舎整備事業

城南小学校耐震補強事業

小学校耐震診断事業

３歳児保育体制整備事業
私立女子高等学校施設整備補助事業

家庭・地域とともに進める開かれた学校教育事業

国際理解教育の推進事業
中学校生徒指導ふれあい相談事業
中学校スクールランチ事業
子育て支援事業
※地域教育コーディネーター設置事業
※IT基礎技能住民サポートセンター設置事業
※図書館資料遡及データ入力事業
自然・人・文化を活かした体験塾事業

彦根城博物館企画展開催事業
彦根市史編さん事業
彦根城城郭整備事業
旧彦根藩松原下屋敷庭園保存推進事業
名勝「玄宮楽々園」保存整備事業
埋蔵文化財緊急発掘調査事業
スポーツ少年団育成事業　

金亀公園野球場照明設備改修事業
中国湘潭市交流事業
友好都市研修生受入事業
多文化共生社会推進事業
OA推進事業
住民基本台帳ネットワークシステム事業
市町合併推進事業

環境マネジメントシステム構築事業
ごみ減量・資源化啓発事業
ペットボトル収集事業
プラスチック製容器包装分別処理事業
リサイクル推進事業
特定優良賃貸住宅供給促進事業
高齢者向け優良賃貸住宅供給促進事業
障害者住環境整備推進事業
高齢者住宅小規模改造助成事業
バリアフリー施設整備事業
土砂災害情報相互システム整備事業
急傾斜地崩壊対策事業

彦根犬上緊急通報システム整備事業
彦根駅東地区高次都市施設整備事業
れきし・みち修景事業
都市計画道路整備事業
公共下水道建設事業
都市計画公園整備事業
防災体制整備事業
消防体制の整備、充実
車両整備事業　　　

消防水利整備事業

※　消防防災支援要員事業

２５１万７千円
２１１万５千円

２,２８８万８千円
５,３８４万６千円

３,２３０万円
６４３万６千円

４,８４９万１千円
７２７万３千円
２,０８３万円
１,０００万円
１,５５８万円

３,７８６万３千円

５９９万３千円
４,５９６万６千円

１億３,１５０万９千円
２,４７５万９千円
６０８万８千円

３００万円
２１１万６千円

４,３００万円
１４９万８千円
３７１万４千円
３９万５千円

９,３９７万６千円
１,２７８万９千円
１,７１６万１千円

１２億５,３９３万８千円

４２０万円
３,６００万円

９,９７０万円
２,９７４万円
６９１万３千円

１,８０３万４千円
１５２万５千円

１,３２０万４千円
５９０万４千円

１,９４０万８千円
８３２万円

１,０００万円
７３６万４千円
５１１万７千円
３６２万９千円

１,６９９万８千円
１,８６８万９千円
１,４６８万５千円
１億４５４万５千円
４,３８０万２千円
２,００６万８千円
３０６万８千円
４３２万８千円

６８４万４千円

４６０万８千円
３,０００万５千円
５１４万９千円
２,４００万円
５１４万９千円

５億７,５１１万６千円
８億５,１８９万８千円

６,５１２万６千円

６０１万９千円
９,９００万円
４００万円

７億２,９００万円
４３億２７万２千円
６,５０４万８千円
１,２２１万２千円

８,２８０万円

人とひととの交流をひろげ、市民文化を創造するまちづくり

明日の彦根市を担う人を育むまちづくり

活力ある産業に満ちた、にぎわいあふれるまちづくり

良好な環境が整った、快適で安全・安心なまちづくり

※印のついているものは、「緊急地域雇用創出特別交付金」を活用した事業です。

旭森小学校
校舎整備後の
イメージ図
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彦根市の平成15年度予算

個人情報保護推進事業
男女共同参画センター管理運営事業
市民人権啓発推進事業
福祉サービス調整委員設置事業
彦根市民支え愛大学事業
老人クラブ活性化事業
健康ひこね21計画策定事業
福祉保健センター別館整備事業
福祉医療費助成事業
障害者福祉事業関係
障害者デイサービス事業

障害者施設整備事業

身体障害者支援費支給事業

障害者24時間対応型在宅福祉サービス事業

知的障害者支援費支給事業

福祉的就労の場支援事業

心身障害児支援費支給事業

高齢者福祉事業関係
生活管理指導短期宿泊事業

在宅介護支援センター運営事業

宅老所整備運営事業

介護保険事業

介護保険基盤整備事業

児童福祉事業関係
保育所運営および児童保護措置事業

留守家庭児童会運営事業

児童虐待防止対策事業

母子家庭自立支援事業

民間保育所施設整備事業

ひこね子育てネットワーク支援事業

休日急病診療所事業
予防接種事業
基本健康診査事業
病院管理運営事業

１７万８千円
３,３６３万８千円
１,５７５万４千円

５１万円
６６万５千円
２７５万円
２８３万円

１,８００万円
４億６,４８５万８千円
６億４,７８１万７千円

３８億４,４５９万１千円

１４億３,３２８万６千円

５,３９６万４千円
９,８０６万７千円
１億７７２万５千円
３億１,７５０万円

人権が尊重され、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり

新規・主要事業とその予算額の概要 新規・主要事業とその予算額の概要 新規・主要事業とその予算額の概要 
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紀
創
造
プ
ラ
ン
﹂

に
掲
げ
る
将
来
都
市
像
﹁
市
民
が
つ
く

る

安
心
と
躍
動
の
ま
ち

彦
根
﹂
の
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

今
年
度
は
こ
の
基
本
計
画
の
折
り
返
し

点
と
な
る
年
度
で
あ
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
今
一
度
足
元
を
見
つ
め
つ
つ
、
将

来
を
見
据
え
て
、
真
に
﹁
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
﹂
と
実
感
し
て
い
た
だ

け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。私

は
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
最
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
将
来

都
市
像
に
あ
る
﹁
市
民
が
つ
く
る
﹂
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
も
と
に
、
市
民
の
皆
様
が
誇

り
と
愛
着
を
持
て
る
ま
ち
を
創つ

く

っ
て
い

く
た
め
、
市
民
の
皆
様
方
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
市
民
の
皆
様
が
主

人
公
と
な
っ
て
積
極
的
に
参
画
い
た
だ

け
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
平
成
15
年
度

当
初
予
算
は
福
祉
、
教
育
、
環
境
、
都

市
の
活
性
化
等
を
重
点
施
策
と
し
て
位

置
付
け
編
成
い
た
し
ま
し
た
。
か
つ
て

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
非
常
に
厳
し
い

財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
漫
然
と

前
例
を
踏
襲
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、

市
民
の
皆
様
の
英
知
を
集
め
、﹁
変
革

と
創
造
﹂﹁
選
択
と
集
中
﹂﹁
効
率
と
迅

速
﹂
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
多
様
な
市
民
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
本
市
行
政
改

革
大
綱
に
基
づ
き
積
極
的
に
改
革
・
改

善
を
図
る
な
ど
、
よ
り
効
率
的
で
効
果

的
な
市
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。市

民
の
皆
様
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


